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１ 生育状況 

８月５日現在の水稲の生育状況は、平年値(2015～2024年までの過去10年平均)と比べて、

表１のとおりです。 

  表１ 水稲の生育状況(８月５日現在) 

品種 移植時期 草丈 茎数 葉色 

はるみ 
６月上旬 ―🔸 ― ― 

６月中旬 同等 多い 同等 

キヌヒカリ 
６月上旬 ― ― ― 

６月中旬 やや長い 多い 薄い 

てんこもり* 
６月上旬 長い 同等 同等 

６月中旬 同等 多い やや薄い 

＊2018～2024 年までの過去 7年平均との対比 

🔶6 月上旬植えの‘はるみ’及び‘キヌヒカリ’は出穂期のため、調査を行っておりません。 

 

２ 栽培上の留意点 

気象庁が７月31日に発表した１か月予報（８/２-９/１）では、気温は「高い」、降水量は

「ほぼ平年並み」、日照時間は「ほぼ平年並み」の見込みとなっています。 

今後の栽培管理については、次の点に留意してください。 

 

（１） 出穂期 

生育状況調査では、出穂期は平年よりもやや早い状況です（各品種における平年の   

出穂期については表２を参照）。 

 

表２ 農業技術センター(平塚市)での過去10年（2015～2024）平均の出穂期について 

移植時期 はるみ キヌヒカリ てんこもり* 

６月上旬 ８月 10 日 ８月８日 ８月 14 日 

６月中旬 ８月 15 日 ８月 14 日 ８月 19 日 

＊2018～2024年までの過去7年平均 

 

（２） 水管理 

出穂期から 10 日後までの期間は、稲が最も水を必要とする時期なため、水が切れない 

ようにしてください。出穂期 10 日後以降は、根腐れを防止し、登熟向上を図るため、 

「間断かん水」を行ってください。 

出穂後に高温が続く場合は、白未熟粒や胴割粒などの発生が多くなるため、「かけ流しか

ん水」を行いましょう。かけ流しが困難な地域では水田内で温まった水が滞留しないように

「間断かん水」を行いましょう。 

また、落水時期は可能な限り遅らせ、「早期落水」をしないようにしましょう。 



 

(３) 斑点米カメムシ類（写真１） 

斑点米カメムシ類に吸汁されると、玄米に斑点が生じることがあります（写真２）。  

斑点米カメムシ類は畦畔等の雑草で増殖するため、除草を徹底することが有効です。 

出穂 10 日前までに除草を行ってください。それ以降はイネ科雑草が出穂しないように   

ほ場周辺の除草を行いましょう。イネ科雑草が出穂した場合は、斑点米カメムシ類の   

本田への移動を防ぐために、収穫２週間前までは除草を控えてください。 

防除対策については、病害虫防除部の令和７年度防除情報(病害虫情報号外第６号)   

斑点米カメムシ類の防除を参照してください。 

 

 

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/119680/25-6_ricebugs_20250730.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) ナガエツルノゲイトウ 

ナガエツルノゲイトウの発生地域が拡大しています。水田に疑わしい雑草が見られた  

場合には、最寄りのJAまたは農業技術センターに連絡してください。 

なお、ナガエツルノゲイトウの防除は農業技術センターホームぺージに掲載している   

世界最悪の侵略的植物「ナガエツルノゲイトウ」に警戒を！を参照してください（写真３）。 

 

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/88221/r6nagaeboujyo.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ナガエツルノゲイトウ（写真３） 

斑点米（写真２） 

イネカメムシ 

アカヒゲホソ 

ミドリカスミカメ ホソハリカメムシ 

アカスジ 

カスミカメ 
クモヘリカメムシ 

斑点米カメムシ類（写真１） 



 

 ※この他の病害虫防除対策は、病害虫防除部の「令和７年度病害虫発生予察情報」と 

「令和７年度防除情報（病害虫情報号外第４号）)」を参考にしてください。 

 

令和７年度病害虫発生予察情報 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/cf7/cnt/f450002/2025_4_01.html 

 

令和７年度防除情報（病害虫情報号外第４号） 

   https://www.pref.kanagawa.jp/documents/119680/20250630_gogai.pdf 

 

 

（５） 熱中症対策 

農作業中の熱中症に注意してください。熱中症の予防には日中の気温が高い時間帯を 

避けて作業を行うとともに、休憩をこまめにとり、作業時間を短くする等の工夫を   

行いましょう。のどが渇いていなくてもこまめに水分補給を行い、帽子の着用や通気性が

良く速乾性のある服装を心がけましょう。 

なお、農作業を行う際はなるべく 2 人以上で作業し、時間を決めて声をかけあったり、 

異常がないか確認しあうようにしましょう。単独で作業を行う場合には、何かあった際で

もすぐに連絡ができるようにしましょう。 
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